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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIMモデル概要

 BIM/CIMモデルには、「地形モデル」「地質・土質モデル」「線形モデル」「土工形状モデル」

「構造物モデル」「統合モデル」の種類がある。

 モデルは、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理する。

地形モデル 地質・土質モデル

線形モデル

構造物モデル

土工形状モデル

統合モデル



地形モデル

 数値地図（国土基本情報）や実際の測量成果等を基に、数値標高モデルとして、ＴＩＮサーフェ

ス（Triangulated Irregular Network：地表面や構造物等を三角形の集合体で表現する）、テク

スチャ画像等を用いて表現された現況地形を表すモデル。



地質・土質モデル

 地質ボーリング柱状図、表層地質図、地質断面図、地層の境界面等の地質・土質調査の成果又は

地質・土質調査の成果を基に作成した地層の境界面のデータ等を、３次元空間に配置したモデル。



線形モデル

 線形モデルは、道路中心線や構造物中心線を表現する３次元モデル。

線形モデル
地形モデル

土工形状モデル



土工形状モデル

 土工形状モデルは、盛土、切土等を表現したもので、ＴＩＮ又はサーフェス等で作成するモデル。



構造物モデル

 構造物モデルは、構造物、仮設構造物等を３次元ＣＡＤ等で作成したモデルであり、３次元形状

は主にソリッドを用いて作成される。



統合モデル

 統合モデルは、広域データを含めた地形モデル、地質・土質モデル、線形モデル、土工形状モデ

ル、構造物モデル等のそれぞれのBIM/CIMモデルを組み合わせ、作成用途に応じてBIM/CIMモデル

全体を把握できるようにしたモデルである。

地形モデル 地質・土質モデル

線形モデル

構造物モデル

土工形状モデル

統合モデル
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BIM/CIMモデル

 BIM/CIMモデルとは、対象とする構造物等の形状を３次元で表現した「３次元モデル」と「属性

情報」、「参照資料」を組み合わせたものを指す。

❑属性情報：３次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び

物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）

❑参照資料：BIM/CIM モデルを補足する（または３次元モデルを作成しない構造物等）従来の２次

元図面等の「機械判読できない資料」



原則適用における義務項目

工事詳細設計予備設計概略設計
測量

地質・土質調査

◎◎－－－義務項目３次元モデル
の活用 〇〇〇〇〇推奨項目

◎：義務 〇：推奨

 「視覚化による効果」を中心にBIM/CIMを実施したことのない受注者も取組可能な内容。

 原則すべての詳細設計・工事において、発注者が明確にした活用内容に基づき、受注者が３次元

モデルを作成、受発注者で活用する。

 活用内容は、出来あがり全体イメージの確認、特定部の確認（２次元図面の確認補助）、施工計

画の検討補助、２次元図面の理解補助、現場作業員等への説明 などである。



原則適用における推奨項目

工事詳細設計予備設計概略設計
測量

地質・土質調査

◎◎－－－義務項目３次元モデル
の活用 〇〇〇〇〇推奨項目

 推奨項目は、「視覚化による効果」の他「３次元モデルによる解析」など高度な内容を含む活用

内容。

 一定規模・難易度の事業において、発注者が明確にした活用内容に基づき、受注者が１個以上の

項目に取り組むことを目指す。（該当しない業務・工事であっても積極的な活用を推奨）

 活用内容は、重ね合わせによる確認、現場条件の確認、施工ステップの確認、事業計画の検討、

施工管理での活用、不可視部の３次元モデル化 などである。

◎：義務 〇：推奨



３次元モデル



３次元モデリング手法（ワイヤーフレーム、サーフェス、ソリッド）



２００～３００程度※１

※１ 構造形式がわかるモデル～主構造の形状がわかるモデル
詳細度

詳細度（Level Of Detail）

 詳細度とは、BIM/CIMモデルの形状をどこまで詳細に作成するかを示したものであり、活用ガイ

ドライン（旧基準）では、100、200、300、400、500と5段階のレベルを定義している。

 BIM/CIM原則適用においては、３次元モデル作成の目安として、詳細度を200～300程度（構造形

式がわかるモデル～主構造の形状がわかるモデル）としている。



属性情報

オブジェクト分類名※３のみ入力し、その他は任意とする。
※３ 道路構造物、橋梁等の分類の名称

属性情報※２

※２ 部材等の名称、規格、仕様等の情報

 ３次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び物性値（強

度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）を指す。

 BIM/CIM原則適用においては、３次元モデル作成の目安として、属性情報（部材等の名称、規格、

仕様等の情報）をオブジェクト分類名のみ入力し、その他は任意としている。



監督・検査研修
３）BIM/CIMモデルの保存フォルダとデータ

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



・・・・・・・・・・・・・・・・ BIM/CIM活用業務及びBIM/CIM活用工事におけるBIM/CIMモデルなどの成果品

・・・・・・・・・・・・・・「BIM/CIMモデル照査時チェックシート」

「BIM/CIMモデル作成事前協議・引継書シート」

「BIM/CIMモデル実施計画書」、「BIM/CIMモデル実施報告書」等

フォルダ構成 各フォルダに格納する内容

・・・・・・・・・・・・・・・BIM/CIMモデル

・・・・・・・・・・・・ 地形モデル（広域を含む）

・・・・・・・・・・・・ 地質・土質モデル

・・・・・・・・・・土工形状モデル及び線形モデル

・・・・・・・・・・構造物モデル

・・・・・・・・・・・・・統合モデル

・・・・・・・・・・・・・動画等

・・・・・・・・・・・・・特別な検討のために作成したBIM/CIMモデル、関連資料等

※ルートとは階層型ファイル構造における最上階層のディレクトリやフォルダのことをいう。
（電子媒体に限らない）

BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説に基づくフォルダ構成

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）に基づき、各BIM/CIMモデルの保存フォルダ構成について以

下に示す。



地形モデルの例

ＤＯＣＵＭＥＮＴ・・・主に文書データ（計画書、報告書、照査資料）を格納

 「DOCUMENT」フォルダには、受発注者間協議により決定した各種書類等を格納する。

１）BIM/CIMモデル作成 事前協議・引継書シート

２）BIM/CIM実施計画書

３）BIM/CIM実施（変更）計画書・・・変更時のみ

４）BIM/CIM実施報告書

５）BIM/CIMモデル照査時チェックシート

６）その他BIM/CIMモデル作成に関する書類



地形モデルの例

ＬＡＮＤＳＣＡＰＩＮＧ・・・地形モデルを格納

 「LANDSCAPING」フォルダには、広域データを含めた地形モデルを格納する。

１）地形モデル

２）広域地形モデル【地形モデルとは別フォルダに保存】

３）テクスチャファイル【オルソ画像等】

４）建屋の３次元モデル

５）確認用ファイル又はビューアデータ

地形モデル 広域モデル



地質・土質モデルの例

ＧＥＯＬＯＧＩＣＡＬ・・・地質・土質モデルを格納

 「GEOLOGICAL」フォルダには、地質・土質モデルを格納する。

１）地質・土質モデル

２）ボーリング柱状図やボーリング交換用データのＸＭＬ

ファイル等

３）テクスチャファイル（テクスチャ画像）

４）属性情報ファイル（外部参照）

５）管理情報等【地質・土質上の課題等】

６）確認用ファイル又はビューアデータ



ＧＥＯＬＯＧＩＣＡＬ・・・各モデルの種類：ボーリングモデル

 地質・土質調査業務で作成されたボーリング柱状図や柱状図から層序等を抽出し、孔口の座標値、

掘進角度、方位から３次元的な位置に配置し、必要な属性情報を抽出することにより作成するモ

デル。



ＧＥＯＬＯＧＩＣＡＬ・・・各モデルの種類：準３次元地盤モデル

 従来からの地質・土質調査業務での２次元の成果としての地質平面図及び地質縦断図等を、地形

データ等とともに３次元空間に配置したモデル。



ＧＥＯＬＯＧＩＣＡＬ・・・各モデルの種類：３次元地盤モデル

 複数のボーリング柱状図等の地質調査結果を基に、様々な情報を地質学的な解釈を加えて総合的

に表現したもの。ボーリングモデルや準３次元地盤モデルに比べて、推定や解釈の余地が大きく

なるため、後工程においても注意しながら活用する必要がある。



ＡＬＩＧＮＭＥＮＴ＿ＧＥＯＭＥＴＲＹ・・・線形モデル、土工形状モデルを格納

 「ALIGNMENT_GEOMETRY」フォルダには、線形モデル、土工形状モデルを格納する。

１）線形モデル

２）土工形状モデル

３）Ｊ－ＬａｎｄＸＭＬ【線形モデル＋土工形状モデル】

４）テクスチャファイル

５）確認用ファイル又はビューアデータ

６）計画サーフェス【計画、ＩＣＴ土工、出来形検測等】

７）用地境界・計画サーフェス境界等の情報【２次元情報】

８）ＩＣＴを活用のための３次元データ【設計業務分】

注）工事で作成したＩＣＴ用データはＩＣＯＮフォルダ

に格納してください



土工形状モデル

ＡＬＩＧＮＭＥＮＴ＿ＧＥＯＭＥＴＲＹ・・・線形モデル、土工形状モデル

線形モデル

 線形モデルは、道路中心線や構造物中心線を表現する３次元モデルである。

 土工形状モデルは、盛土、切土等を表現したもので、ＴＩＮサーフェス等で作成する



ＳＴＲＵＣＴＵＲＡＬ＿ＭＯＤＥＬ・・・構造物モデルを格納

 「STRUCTURAL_MODEL」フォルダには、構造物モデルを格納する。

 構造物モデルでは、構造物や仮設構造物の３次元モデルに属性情報や参照資料を付与する。

１）橋梁モデル【上部工モデル，下部工モデル】右図参照

２）トンネルモデル

３）カルバート工モデル 等

４）属性情報ファイル（外部参照）

５）参照資料ファイル（外部参照）

６）テクスチャファイル

７）確認用ファイル又はビューアデータ

８）全体の３次元モデル



ＳＴＲＵＣＴＵＲＡＬ＿ＭＯＤＥＬ・・・属性情報付与について

構造物モデルの例

３次元モデル

属性情報

参考資料
（２次元図面等）

 構造物モデルに外部参照で属性情報を付与する場合は、外部参照と参照資料でリンクが異なる。



統合モデルの例

ＩＮＴＥＧＲＡＴＥＤ＿ＭＯＤＥＬ・・・統合モデルを格納

 「INTEGRATED_MODEL」フォルダには、統合モデルを格納する。

 統合モデルから外部参照する場合もあるため、ファイルのパス（関連付け）が正しくできている

か、属性情報等のデータが正しく開くか、納品前に確実に確認する。

１）統合モデル

２）属性情報ファイル（外部参照）【開くか確認する】

３）Ｊ－ＬａｎｄＸＭＬ【線形モデル＋土工形状モデル】



統合モデルの例

ＭＯＤＥＬ＿ＩＭＡＧＥ・・・動画やスライドファイルを格納

 「MODEL_IMAGE」フォルダには、統合モデル等で作成した動画やスライド等の資料を格納する。

１）動画ファイル

２）イメージ画像資料

３）資料作成過程のオリジナルファイル



統合モデルの例

ＲＥＱＵＩＲＥＭＥＮＴ・・・BIM/CIM活用のために作成したモデル等を格納

 「RQUIRMENT」フォルダには、BIM/CIM活用用に作成したモデル（施工ステップ検討、日陰シミュ

レーション等の解析データ、過密配筋照査箇所の３次元モデル等）を格納する。サブフォルダ名

称は適宜設定する。

１）BIM/CIM活用用の検討モデル

２）確認用ファイル又はビューアデータ

３）属性情報・参照資料ファイル（外部参照）

４）検討用資料ファイル（DOCUMENT文書）



納品ファイル形式について

 納品ファイル形式は、各モデルで定められている。必要なデータが格納されていることを納品前

に受注者に確認してください。

 「地形モデル」「線形モデル」「土工形状モデル」では、J-LandXML形式のファイルが納品され

ていることを確認してください。

 構造物モデルはIFC2x3形式のファイルが納品されていることを確認してください。

 中国地方整備局では、今後、BIM/CIMモデルを引き継いでいく予定ですので、全てのモデルに対

してオリジナルファイルもしくは編集可能なオリジナルデータの納品を受注者に指示して下さい。



監督・検査研修
４）基準・要領について

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIM関連基準要領等：BIM/CIMポータルサイトの最新版を確認する

 原則適用に関する基準、要領はBIM/CIM

ポータルサイトを基本とする。

 着手時点の最新版に準拠して対応する。

 成果品の作成に関しては、各業務・工事の

電子納品要領に基づいて実施する。

 なお、３次元モデル照査時チェックシート

等、記載がない項目に関しては、「BIM/CI

Mモデル等電子納品要領（案）及び同解説R

4.3」を参照する。
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BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

①

発注準備と活用目的の設定

 対象となる業務や工事に応じて、発注方式の基本型が定

まっているため、発注準備資料を確認し、適宜選定を行

う必要がある。

発注準備資料（設計業務）



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

①

発注準備と活用目的の設定

 対象となる業務や工事に応じて、発注方式の基本型が定

まっているため、発注準備資料を確認し、適宜選定を行

う必要がある。

 活用目的の設定は、原則適用の「義務項目」「推奨項

目」の中から事業の特性にあわせて決定する。

活用目的の例（義務項目）



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

①

発注準備と活用目的の設定

 対象となる業務や工事に応じて、発注方式の基本型が定

まっているため、発注準備資料を確認し、適宜選定を行

う必要がある。

 活用目的の設定は、原則適用の「義務項目」「推奨項

目」の中から事業の特性にあわせて決定する。

 なお、現場状況や業務・工事の特性上、原則適用の項目

以外でも活用効果が見込まれるものがあれば、当初から

活用項目として定め、推奨項目とし、発注者指定型で発

注準備を行う。



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

②

業務・工事の発注及び成果品の貸与

 業務・工事ともにBIM/CIM活用に要する費用の積算方法

は、見積りを基本とする。

 受注者希望型のプロポーザル方式又は総合評価落札方式、

工事の総合評価落札方式において、受注者がBIM/CIMの

活用を提案し、技術提案の内容が契約図書に反映された

場合は、BIM/CIM活用に係る費用は対象外とする。

 データシェアリングに基づき、契約後速やかに、設計図

書作成の基となった参考資料（下表）を受注者に説明す

る必要があるため、発注作業とあわせて資料を準備する。



BIM/CIMモデル作成 事前協議・引継書シートの記載例（一部）

「BIM/CIMモデル作成 引継書シート」

 発注担当者は、業務又は工事の着手に先立ち、前工程において作成した３次元データ等がある場

合、どの範囲のものがどのような目的で作成されたものか、「３次元モデル作成引継書シート」

等により把握した上で、適切に受注者に貸与する。

測量 地質・土質調査 予備設計 詳細設計 施工 施工 維持管理
記入日（年月日） 平成28年12月25日 平成29年2月28日 平成30年3月31日 平成31年3月31日 令和5年2月20日 令和4年12月20日 令和5年9月30日

基本情報

業務・工事名 △△道路測量業務
△△道路地質調査
業務

●●トンネル予備設
計

●●トンネル詳細設
計

●●トンネル工事（そ
の１）

●●トンネル工事（そ
の２）

●●トンネル点検業
務

工期
平成28年8月1日～
平成28年12月25日

平成28年10月1日～
平成29年2月28日

平成29年6月1日～
平成30年3月31日

平成30年5月1日～
平成31年3月31日

令和1年10月1日～
令和5年2月20日

令和2年6月1日～令
和4年12月20日

令和5年5月1日～令
和5年9月30日

発注者 担当課 調査課 調査課 調査課 調査課 工務課 工務課 維持管理課
職員 AAA BBB BBB CCC DDD DDD EEE

受注者 会社名 ○○測量株式会社 ××地質(株)
（株）△△コンサルタ
ント

（株）□□エンジニア
リング

JV企業体（建設会
社、設備会社）

JV企業体（建設会
社、設備会社）

◆コンサルタント
（株）

技術者 XXXX YYYY YYYY YYYY ZZZ ZZZ TTT
JGD2011,TP/9(X,Y),
H

JGD2011,TP/9(X,Y),
H

JGD2011,TP/9(X,Y),
H

JGD2011,TP/9(X,Y),
H

JGD2011,TP/9(X,Y),
H

JGD2011,TP/9(X,Y),
H

JGD2011,TP/9(X,Y),
H

公共基準点（A） 点名 10A61 10A61
成果ID 8095932 8095932
等級 3級 3級
調製年月日（成果表） 2013/4/25 2013/4/25
X座標値(m) -36070.539 -36070.539
Y座標値(m) -7413.511 -7413.511
標高（m) 7.409 7.409

公共基準点（B） 点名 10A58 10A58
成果ID 8095929 8095929
等級 3級 3級
調製年月日（成果表） 2013/4/25 2013/4/25
X座標値(m) -35886.248 -35886.248
Y座標値(m) -7614.359 -7614.359
標高（m) 15.098 15.098

段階　※1

座標参照系



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

③

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

 業務又は工事着手にあたっては、BIM/CIM活用に関する

事前協議を実施する。

 現場特徴を鑑みた活用内容になっているか、費用対効果

が見込めるか、後工程で活用できるか等の観点で受発注

者協議を実施する。

 事前協議では、BIM/CIMの活用目的、モデル作成の範囲

及び詳細度、モデルの段階確認の時期、使用するソフト

ウェア、情報共有環境、ファイル形式、電子成果品の納

品方法等について協議し、決定する。



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

④

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領：BIM/CIM活用開始前に必ず受領する

 発注者は、事前協議の結果をふまえた「BIM/CIM実施

計画書」となっているか、その内容を確認する。

 BIM/CIM実施計画書に記載される内容は以下のとおり。

１．３次元モデルの活用内容

２．３次元モデルの作成仕様

３．３次元モデルの作成に用いるソフトウェア、オリ

ジナルデータの種類

４．３次元モデル作成担当者

５．３次元モデルの作成・活用に要する費用

 BIM/CIM活用の目的に沿った計画書であるか、作成記

載例のとおりに準備されているかを確認する。



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

④

BIM/CIM実施（変更）計画書の確認：着眼点

 BIM/CIM活用が適切に計画されているか、以下に記載

する観点を参考に判断する。

① 業務や工事の概要とBIM/CIM実施概要の関連性

② 特記仕様書記載の活用内容との相違の有無

③ 納品される２次元対象構造物と３次元化を行う対

象構造物の確認



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

④

BIM/CIM実施（変更）計画書の確認：３次元モデルの活用効果は定量的に評価する

 ３次元モデルの活用内容において、推奨項目では、

期待する効果の中で、定性的評価、定量的評価を選

択し、記載してるかを必ず確認する。

 ３次元モデルの活用内容について、受注者だけでな

く発注者のメリット(例:受発注者協議の効率化等)が

ある場合は、実施計画書に反映すること。



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

④

BIM/CIM実施（変更）計画書の確認：３次元モデルの作成仕様

 ３次元モデルの作成仕様や範囲について、後工程へ

の引継ぎでも重要となるので、実施計画書の記載例

をもとに、モデル作成範囲（下図）や作成モデルや

詳細度等が明確に記載されているか確認する。



BIM/CIM活用業務における費用計上及び受注者に求める提出物：見積作成様式活用

 BIM/CIM適用業務における費用計上の考え方及び受注者に対して求める提出物は、以下とする。

 見積書作成は、「BIM/CIM適用業務における新たな見積り様式」を使用する。

BIM/CIM適用業務

成果物

費用
義務項目/
推奨項目

発注
方式 作成した

３次元モデル
引継書シート

照査時チェックシート
BIM/CIM

実施報告書
BIM/CIM

実施計画書

提出が必要提出が必要提出が必要提出が必要計上する義務項目
発注者
指定型

提出が必要提出が必要提出が必要提出が必要計上する
義務項目＋
推奨項目

提出が必要提出が必要提出が必要提出が必要計上する義務項目
受注者
希望型

提出が必要提出が必要提出が必要提出が必要計上する
義務項目＋
推奨項目



BIM/CIM活用工事における費用計上及び受注者に求める提出物：見積作成様式活用

 BIM/CIM適用工事における費用計上の考え方及び受注者に対して求める提出物は、以下とする。

 BIM/CIM実施計画書及びBIM/CIM実施報告書を提出しない場合は、施工計画書等の中で記載する。

 義務項目のみを行う場合は、設計段階のモデルを閲覧するのみのため、各種書類は不要とする。

BIM/CIM適用工事

成果物

費用
義務項目/
推奨項目

発注
方式 作成した

３次元モデル
引継書シート

照査時チェックシート
BIM/CIM

実施報告書
BIM/CIM

実施計画書

提出は
求めない

提出は
求めない

提出は
求めない

提出は
求めない

計上
しない

義務項目

発注者
指定型

提出が必要提出が必要提出が必要提出が必要

推奨項目
実施に関
する費用
のみ計上

する

義務項目＋
推奨項目

提出が必要提出が必要提出が必要提出が必要計上する
義務項目＋
推奨項目

受注者
希望型



BIM/CIM活用業務・工事における見積り様式

BIM/CIM適用業務の説明書 BIM/CIM適用工事の説明書 見積書の様式（記載例有）



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

⑤

業務・工事の実施：段階確認の実施

 業務や工事の実施中は、BIM/CIM活用項目に応じた確認

を実施し、適切なBIM/CIMモデルが作成されるよう協議

する。



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

⑥

BIM/CIM実施報告書の受領

 発注者は、成果品の受領前に、BIM/CIM実施報告書を

受領し、活用項目の履行結果について正しく記載さ

れていることを確認する。

 特に、活用項目と効果と課題については、定量的又

は定性的に記載されていることを確認する。記載が

ない場合は追加する。

 BIM/CIM実施報告書に記載される内容は以下のとおり。

１．３次元モデルの活用概要

２．作成・活用した３次元モデル

３．後段階への引継事項

４．成果物

５．その他



BIM/CIM活用目的の設定

発注方式

BIM/CIM活用業務・活用工事の発注準備

受注者希望型発注者指定型

業務・工事の発注

成果品の貸与

BIM/CIM活用項目に関する事前協議

実施内容の変更

設計変更

BIM/CIM実施（変更）計画書の受領

業務・工事の実施

BIM/CIM実施報告書の受領

BIM/CIM成果品の受領と検査

あり なし

⑦

BIM/CIM成果品の受領と検査：照査記録の確認，モデルを用いた活用項目の確認

 成果品受領時は、受発注者間での協議により決定したソ

フトウェアのバージョンで適切に納品されていることを

確認する。

 最終の統合モデルだけではなく、BIM/CIM活用で用いた

モデルや動画等が適切に格納されていることを確認する。

 属性情報及び参照資料のリンク切れ等が発生していない

ことを確認する。（電子納品のフォルダ形式で確認。）

 以下に示すデータが格納されていることを確認する。

１．BIM/CIMモデル実施計画書・見積書（変更含む）

２．BIM/CIM実施報告書

（引継書シート、照査時チェックシート含む）

３．作成した３次元モデル（オリジナルデータ、標準的なデータ

形式（J-LandXML形式、IFC形式）、統合モデル、動画等）



３次元モデル照査時チェックシート

 照査資料として、３次元モデルを照査している記録があるか確認する。

 シートの作成方法等は、BIM/CIMモデル等電子納品要領（R4.3）を参照する。



BIM/CIM適用工事の成果物：発注者指定型で義務項目のみを実施

 BIM/CIM適用工事において、発注者指定型で義務項目のみを実施する場合は、BIM/CIM成果物（BI

M/CIM実施計画書・見積、BIM/CIM実施報告書、BIM/CIM事例集、３次元モデル作成引継書シート、

３次元モデル照査時チェックシート、作成した３次元モデル）の提出を受注者へ求めない。



監督・検査研修
６）詳細度について

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



従来設計（２次元）とBIM/CIM（３次元）による違い

 従来の２次元図面を用いた設計は、概略、予備、詳細設計の各段階にで、1/2500,1/1000，1/500

と地形図の精度が詳細になっていく。また、同様に設計精度も詳細になっていく。

 BIM/CIMの３次元モデルは、その活用内容に合わせ、範囲や構造、部材ごとに詳細度を使い分ける。



３次元モデルの詳細度

 詳細度とは３次元モデルの使い分けをするために 共通用語として定義された種別である。

 詳細度が大きくなるほど時間と費用を要するため、３次元モデルの活用内容により、構造や部

材ごとに詳細度を使い分けを行うことが重要である。



詳細度のイメージ：道路分野の例



３次元モデルの詳細度（河川砂防分野）



３次元モデルの詳細度（道路分野）



３次元モデルの詳細度の使い分けイメージ（道路）

活
用
目
的
・
内
容

 一般的なBIM/CIM（３次元）の詳細度の使い分けのイメージは以下のとおりである。

 ３次元化する活用内容に応じて、構造や部材ごとに詳細度を適切に使い分けすることが重要である。



３次元モデルの詳細度の使い分けの例（道路）



３次元モデルの詳細度の使い分けの例（橋梁設計）：一律での作成ではない



３次元モデルの詳細度の比較（橋梁上部工）



３次元モデルの詳細度の比較（橋梁下部工）



３次元モデルの詳細度の使い分けイメージ（河川）

 一般的なBIM/CIM（３次元）の詳細度の使い分けのイメージは以下のとおりである。

 ３次元化する活用内容に応じて、構造や部材ごとに詳細度を適切に使い分けすることが重要であ

る。

活
用
目
的
・
内
容



３次元モデルの詳細度の使い分けの例（河川）



３次元モデルの詳細度の比較（河川堤防）



周辺測量データ（地形、建物等）が無い場合のBIM/CIM業務、工事の対応

 今後は事業の上流段階である測量も３次元点群測量を実施していくが、過渡期のため、３次元測量が

ない場合が多い。

 地元説明会として周辺環境も必要な場合は、周辺測量データ（地形、建物等）は国土地理院が提供し

ている基盤地図情報（５ｍメッシュの地形データ）、空中写真を合成することにより作成する。

 なお、業務や工事、例えば、工事にて詳細な土工等において３次元点群地形データが必要な場合は必

要の範囲にて３次元点群測量を実施する。ただし時間とコストがかかるため、実施範囲の選定が重要。



参考：地図情報レベル

 地図情報レベルとは、国土交通省公共測量作業規程にて、数値地形図データの地図表現精度を表し、

数値地形図における図郭内のデータの平均的な総合精度を示す指標である。

 地図情報レベル毎のその精度とアナログの相当地図縮尺との関係を下表に示す。



監督・検査研修
７）属性情報について

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



「出典：BIM/CIM活用ガイドライン(案)，第1編，共通編，R4.3，p.15」

属性情報

❑属性情報：３次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び

物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）

❑参照資料：BIM/CIM モデルを補足する（または３次元モデルを作成しない構造物等）従来の２次

元図面等の「機械判読できない資料」

 BIM/CIM原則適用では、属性情報は直接付与を基本としているが、図面や協議書など機械判読で

きない資料などは参照資料等をもとに付与することができる。



属性情報の付与方法

 中国地方整備局においては、BIM/CIMモ

デルを引き継ぎながら事業を効率的に推

進するために、『BIM/CIM活用ガイドラ

イン（案）』の各分野編を参考に、属性

情報の付与方法を整理しています。

 今後の積算システムの効率化の観点から、

数量や部材の仕様等に関する情報などで

３次元モデルに直接付与できる情報は、

直接付与を基本とする（右図）。

 後工程での情報連携の観点から、設計報

告書や２次元図面などは、３次元モデル

から外部参照する方法を基本とする。

オブジェクト分類・属性情報の付与例（道路詳細設計）



属性情報の付与事例（参考）：データの一元管理

 属性情報は、部材情報のみを伝達するだけではなく、事業進捗を考えると、事業データの一元管

理や、申送り事項などの重要情報を後工程で携わる関係者を含めて情報共有・伝達していくこと

も重要である。

事業統合管理モデルを用いたデータマネジメントの例



「出典：３次元モデル成果物作成要領(案)，R4.3，p.22」

属性情報の付与事例（参考）：直接付与する情報の内容

部材に関する数量情報

測量、調査、設計、施工、維持管理の各段階での
関係者情報や各種設計条件を含めて付与

 積算用情報は各構造物モデルへ直接付与、設計条件等の基本条件は橋梁名称モデルへ直接付与。



属性情報の付与事例（参考）：情報付与用のアノテーションモデルの活用

アノテーションモデルを用いたファイル参照の事例 重要構造物においては、管理等で必要な情報をExcelで一元管理

 ３次元モデルがないと情報付与ができないため、属性情報付与用のアノテーションモデルの活用。



属性情報の付与事例（参考）：２次元図面や動画資料などの記録も付与

 ３次元データだけではなく、２次元ＣＡＤデータの張り合わせやＸＲ等の活用動画も記録。

敷地調査図の重ね合わせにより距離標を表示 画像データを付与（ＡＲを用いた現地確認動画）



属性情報の付与事例（参考）：外部のデータベースとの連携

 工夫をすることで外部のデータベースサイトにもアクセス可能。

 今後の事業推進を効率的に進めるための工夫を考え、実践していくことが重要。

名称版モデルによる外部データベースのＵＲＬを参照



これで、

監督・検査研修 の

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


